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慶應法学第 55号（2025：12）

平良木登規男先生追悼記事

昨年（令和 6年）5月、平良木登規男先生のご自宅にお邪魔した。ご一緒した
のは、大谷剛彦、中山隆夫、岡部喜代子の皆さん。いずれも、裁判官の後輩とし
て、平良木さんと親しく接する機会を得ていた方々である。
後に記すとおり、平良木さんのお宅には何度かお邪魔したことがあるが、最高

裁判事に任命される以前のことであり、今回は久しぶりの訪問となった。これま
でと同様、ご夫妻で歓待いただき、ワインを片手に元気に話をしておられた平良
木さんを前にして、タイムスリップした思いのうちに愉快な時間を過ごして帰宅
した。そして、今年も機会があればお会いしたいなどと思っていた矢先、突然ご
訃報に接することとなった。たまたま慶應義塾大学の非常勤教員として、法科大
学院の授業に携わっている身であるので、僭越ながら先輩平良木さんへの追悼の
思いを述べさせていただきたい。
私自身の思い出と重ね合わせて、平良木さんの裁判官時代を振り返ると、20

年余りのご在勤のうちの後半部分ということになる。平良木さんは、任官から
11年目の昭和 55年 4月から 3年間、裁判所書記官研修所（現在の裁判所職員総
合研修所）に在職され、難関の部内試験に合格し書記官をめざす研修生たちに 1

年ないし 2年にわたって養成教育を施す機関において、教官を務められていた。
私は、札幌に転任された平良木さんと入れ替わりに研修所で勤務することに
なったので、教官として直接接することはかなわなかったが、研修生に慕われる
教官ぶりはそれ以前から耳にしていた。担当された期の修了記念のアルバムには、
研修の合間にレクリエーションとして行われた「体育祭」において、赤と金色の
ナポレオンジャケットを身にまとい、カラフルな落下傘を背負いながらグラウン
ドを走る平良木さんの写真が載せられている。お名前にちなんで、当時の大ヒッ
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平良木登規男先生追悼記事（大谷）

ト曲「TOKIO」を歌う沢田研二をイメージした仮装であったわけだろうが、日
ごろの謹厳実直な平良木さんからは想像もできない衣装であり、研修生たちには
大受けだったとのことである。
一方、8期後輩で教官となった私としては、札幌に出張した際に平良木さんと
お会いしたことが一番の思い出となっている。懇親会の流れで宿舎にお招きいた
だき、奥様はじめご家族の方とお目にかかったが、夜遅くまで滞留し、「押しか
けた」のに等しい訪問となった。そして、その後も何度かご自宅に呼んでいただ
き、最後の回が昨年 5月ということになるわけだが、ワインと奥様お手製の御馳
走と、そしてお二人の笑いとで暖かくおもてなしいただき時間を忘れてしまうの
は、常に変わることがなかった。頭が下がる思いである。
札幌において、平良木さんは、ある大事件の審理に加わり、最終的な判断のた
めの合議形成の時点まで、その一員として関与された。その後退官されて慶應義
塾大学法学部助教授のポストに就かれることとなったが、在官中はその事件の審
理に日々心血を注がれ、通常の在任期間を超えて札幌高裁にとどまって責任を果
たされた上で、これを裁判官人生の節目とし、かねてから就任を請われていた慶
應大学において学者としてのスタートを切られたと聞いている。信念の人、平良
木さんらしいふるまいであったと感じたことを今でも記憶している。

退官後は、慶應義塾大学、そして大東文化大学に在職されることになった。こ
の時代の業績については、他の方の追悼文に譲ることとしたいが、裁判官として
の後輩として、二つの点について触れておきたい。
第一は、ご自身の裁判実務経験を踏まえて研究を深められ、目覚ましい成果を
挙げられたという点である。法学博士の学位を取得された論文を踏まえて刊行さ
れた『刑事控訴審』をはじめとした著作を発表されたほか、裁判員裁判制度創設
に際しても、多大の貢献を果たされた。モノグラフィー『国民の司法参加と刑事
法学』に収録された諸論文においては、裁判員制度を戦後の刑事裁判の大きな
ターニングポイントとして位置づけ、これを積極的に推進することで、国民によ

4

り
4

信頼される司法が実現されるとの認識に立って、構造的な視点で、制度論、運
用論を発表されていたことが示されている。実際の裁判員裁判制度は、平良木さ
んの主張されるものとは異なる仕組みを採用した面もあるが、ドイツの参審制度
の研究を基礎にして、裁判員裁判をシステムとして大局的に論じようとされたそ
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の姿勢と提言は、制度の枠組みの意義と検討課題を考えていくにあたって、貴重
な価値を有するものとしてこれからも存在し続けることを確信している。
第二は、平良木さんの大学における教育者としての活動である。この点につい
ては私は、直接知るところはないが、『国民の司法参加と刑事法学』のはしがき
で次のようにご本人が述べておられるのが印象的である。「最初にゼミの学生に
あったとき、なんとなくひねたような学生が多い気がした……。そこで、学生た
ちに聞くと、……第一次募集には間に合わず、第二次募集から始めた平良木ゼミ
を希望したということらしい。希望のゼミに入れなかったのだからある意味では
仕方がないと思ったが、なんとなく気になる。そこで、私は、学生に向かって、
どこのゼミの先生よりも君たちをかわいがるし、卒業したときに平良木ゼミで良
かったと思うようにしてやると宣言した。」これに引き続いて紹介されている平
良木先生の熱血教員ぶりは面目躍如たるものがある。そしてその思いが学生たち
の心に深く刻まれていたことは、平良木さんを偲んで今年 6月に行われ、ゼミ生
が結集した「大平良木会」の場で如何なく示されていた。
平良木さんの足跡を振り返ると、裁判官として、個別事件の処理においてある

べき裁判の姿を追い求め続け、その後大学においては、実務に根付いた視点で学
問的な検討を深めることが、豊かな裁判制度像を提示することにつながるとの揺
るがぬ信念の下に研究を続けられたと言えるのではないか。隣接する二つのト
ラックを見事に走り続けられた点に、一後輩として心からの敬意を表したい。
その上で、この拙文において強調したいのは、二つの軌跡を描きつつ仕事をさ

れる間、教育者として、裁判所職員、そして学生たちに対して、一貫して熱い情
熱を注がれた方であったということにある。前述の修了記念アルバムには、平良
木教官からのはなむけの言葉として、「不満は胸に納めよ。将来の大器たれ。」と
記されている。書記官研修所で教えを受けた研修生の大半は、既に裁判所を離れ
ているが、「平良木会」の学生の皆さんと同様に、書記官人生のスタートに当
たって、ときには厳しく、しかし、心底彼ら彼女らを応援してくれた兄貴分とし
ての平良木教官の姿が、心に焼き付いていることを疑わない。
平良木登規男先生のご冥福を謹んでお祈り申し上げたい。
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